
 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部支部だより
 

支部長挨拶         支部長 布施 太一郎（日野分会長） 

 

支部長を務めさせていただく事になりまして一年が過ぎました。昨年は中部支部の活動に分

会長、そして会員の皆様のご協力を得て進める事が出来ました。また、それぞれの分会では特色

のある地域活動に積極的に取り組まれている事に感謝申し上げます。今年は９月に国スポ、障ス

ポの祭典が県内各地で繰り広げられます。レイカディア同総会としては、この大会を支える人とし

て、感動の瞬間を共に味わう事が出来ればと思っております。 

同総会での活動がレイカディアで共に学んだ方々のご縁がつながる場として、会員相互の親

睦をはかりながら、地域に貢献、はたまた母校の発展を願っての活動と、これらの三本柱の活動

を継続していく事が、ひいては自身の健康寿命の延伸へと結びつく。こんなプロセスを作る事に

同総会活動を活用していただければと思っております。今年も自身の楽しみを謳歌しながら、アク

ティブシニアとしてそれぞれの地域での活動をして行きましょう。 

滋 賀 県 レ イ カ デ ィ ア 大 学 同 窓 会
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昨年の研修親睦旅行は、３８名の参加で、４４期生の新入会員１１名の内の６名の参加をいただ

き、その歓迎会も兼ねての実施です。車内で順番に自己紹介。今回の研修観光は、バス駐車場か

ら余り歩かなくても良いところを選定しました。家康公をはじめ歴代将軍の位牌が安置されて

いる菩提寺の大樹寺を参拝しました。二つの門を見通した先には、岡崎城が見えます。 

高速道路工事で昼食が少し遅くなりましたが、美味しい料理とお酒も頂き、カラオケで大盛り

上がり。温泉入浴された方もありました。その後海産物のお土産などを買い求め、帰路の車内で

もビンゴゲームや童謡クイズで楽しいひと時でした。 

日帰りバス研修親睦旅行 11/１２   岡崎市の大樹寺・西浦温泉 
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９月半ばになっても連日の猛暑で、この日も幸い熱中症にならないまでも、とにかく暑さで滅入り

そうです。 グラウンドゴルフは、高齢者の共通項で、日頃の練習の成果が発揮できた方や久々の

方も、それぞれ和気あいあいで楽しくプレーできました。今回は、１０月から支部同窓会に新規加入

の６名も一緒にプレーです。 今回は、２ゲームでホールインワンは 6個、３９打がトップでやや低調

でした。上位２４名が４支部大会への参加優先となります。 

中部支部からは先の支部大会での

選抜選手 17名の参加です。ドームの

コースはフラットで大変転がります。

慣れない内はスコアが芳しくありま

せん。湖北支部は地の利の慣れたコ

ースですが、中部支部の皆さんは苦

戦です。上位５位までは湖東と湖北支

部で、中部は今一つでした。 

 指定ホールのホールインワン賞に

は２名が入り、BB 賞は中部支部長でし

た。入賞者以外でラッキー賞の抽選が

あり、ワクワクドキドキで数名の方に賞

が当たりました。 

４支部親善 GG大会 10/29 長浜バイオドーム 

中部支部親善 GG 大会 9/16 やわらぎの郷公園 
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地域活動事例発表会  11/6 発表者：九里重義（永源寺分会） 

 

第４６期 学生募集 ６～７月  フレンドマートなど 

第１６回地域活動事例発表会では、「ムラサキの産地を目指して」という演題で

「おいでぇな高野」の活動と、活動をするに際してムラサキの栽培を始めた動機

など、現在のムラサキ栽培状況を発表させていただきました。 

今後も活動を続けるにあたり、様々な場所で活躍されている発表者の皆さん

の活動発表を拝聴して大変励みになりました。 

退職後、地元でお互い助け合いながらいつまでも元気で楽しく安心して暮らし

ていけるコミュニティーを作りたいと２０１６年に１３名の仲間と「おいでぇな高野」

を立ち上げ活動しています。 

栽培開始早々に紬織りで人間国宝の志村ふくみ氏のお孫さんで、「染め師」でもある志村宏氏と出会い

ました。志村氏から永源寺高野町産のムラサキの品質を高く評価して頂きました。そして、一緒に「ムラサキ

の産地」を目指して取り組んでいくことにしました。 

２０２４年に志村氏が我が集落の古民家を拠点に「一般社団法人志村の染め」（略して「志村らの染め」）を

立ち上げ世界を目指して活動を始めました。 

私たち「おいでぇな高野」は「志村の染め」と連携してムラサキ栽培を中心にベニ花、藍の品質の向上目

指しつつ栽培を根付かせ、「志村の染め」の拠点を共有させていただき、多くの地元の人に参加していただ

き「おいでぇな高野」の活動を継続、拡げていきたいと考えています。 

 

ムラサキの産地を目指

して～高野を元気に～ 

 開店間もない時間帯（１０時～１２時前まで）、店の出入

口付近で、６０歳以上と思われる来店された方に、レイカ

ディア大学の説明と、入学案内の募集要項を配布しまし

た。新調したビブスを着用して、レイカディア大学同窓会

活動もアピールしました。 

 

 中部支部関係では、草津キャンパスに８名、彦根キャン

パスに１５名の合計２３名の４６期生が入学されました。 
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びわ湖一斉清掃 10/24  栗見出在家、栗見新田地先琵琶湖畔   

伊庭内湖ヨシ刈り １２/１4  伊庭内湖   

沖ノ島が目の前に見える出在家漁港に３３名が参加のびわ湖清掃活動です。 

能登川まちづくり協議会の藤居会長からもご挨拶をいただき、市域にある約２ｋm の湖辺のゴミ拾い

の開始です。大同川を挟んで出在家町側と栗見新田町側の二手に分かれ、可燃、不燃の袋をとトングを

持って支部のビブスも良く目立ちます。見た目にはあまりなさそうなゴミも、歩いて探すと意外とある

ものです。可燃ごみは 27.9ｋｇ、不燃は８．５kg 市の 指定袋に入替て、地域の集積所で処分します。 

１週間前に駐車場の草刈のお陰でスムーズに参加者の車が駐車出来ました。 

今年で１６回目となる伊庭内湖のヨシ刈りに、有志が昨年に引

き続き参加しました。刈り取ることで内湖の水中や土中の栄養分

を系外に取り除くことになり、少しでも環境保全につながるもの

として、企業、各種団体から２００名余の参加者です。 

太めのヨシを１本１本刈取り、束ねて、最終的に地元の大濱神社

のヨシ屋根の吹き替え資材として活用されるそうです 
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支部役員から一言（順不同） 

中野他家子（副支部長・日野分会）   光輝高齢者に・・・ 

以前の「中部支部だより」を読んでいたところ、26号（平成 25年）に私の投稿を見つけました。 随
分前で、懐かしい！ 
その中には、「今後はいろんなことを知りたいし、行動、好奇心を持ち続けていく」と書いてありま

した。また、「後期高齢者」ではなく「光輝高齢者」になるとも。 
昨年、無事「後期高齢者」に到達しました。 
ところが、夏には体調を崩し、楽しみにしていた日帰り研修や全ての年内行事に参加出来なくな

り、大変なご迷惑をおかけしました。今後は、健康に充分注意しながら、皆様と一緒に行動させていた
だきたいと思っています。 
「いろんなことを知りたいし、行動、好奇心を持ち続けいく」を実践継続していきます。 
まだ達成できていない「光輝高齢者」となるために。 

まだ達成出来ていない「光輝高齢者」となるために。 

 

 

 

 

 

 

松瀬徳之助（副支部長・竜王分会長）  

私たち竜王分会は、今年度２名の新入会員を迎え１２名となりました。 
会員の中には既に様々なボランティア活動に取り組んでいる方も多く、竜王分会独自の活動として
の取り組みは出来ていない現状です。会員の中からも懇親・交流を中心とした活動を望む声が上がっ
ていますが、現在は中部支部の事業への参加を主体に活動しています。グラウンドゴルフ大会、びわこ
清掃、研修旅行などに新入会員も含め参加してきました。 
令和７年は滋賀県において「国スポ、障スポ２０２５」が開催されます。地元竜王町においてもスポーツ

クライミングの会場となり競技が行われます。会員の中には昭和５６年開催の第３６回国民体育大会に

ボランティア参加を経験した人もおり、今回は特に地元で競技が開催されるということで竜王分会と
しても大会を盛り上げたい、何かお役に立ちたいとの思いから竜王町へ１０名のボランティア登録を行
いました。さらに平和堂 H A T O スタジアムで開催される開会式・閉会式の運営ボランティアにも同窓
会を通して８名の登録を行なったところです。これを機に分会の活動が活性化され、益々交流が深ま
ることを期待します。 
また、新しい活動として町内商業施設において学生募集案内チラシの配布などの勧誘を行い、竜王

町からレイカディア大学に多くの方に入学していただき、ひいては同窓会会員仲間の増員に繋げてい
きたいと考えています。 

   

岸 きみ子（理事・会計担当・永源寺分会長）  この１年を振り返って 

 永源寺分会は会員 5名で、会員全員が地域でのボランティア活動を活発に行っているところです。
今年度の支部事業実施日と、各々が活動している団体の事業が重なることがあり少し残念でした。そ
れでも、清掃奉仕、研修旅行には都合をつけて協力頂くことができました。また、地域事例発表会に
は、中部支部代表として九里さんに、「ムラサキの産地を目指して」と題して発表いただき、多くの感
動を与え興味を持っていただけたこと大変うれしく思いました。 
 私としては、この１年、分会代表をして毎月の定例会、各種事業に参加し、各分会の皆さんの活発な
活動に感心しながら楽しく、活動させていただきました。 

 これからの課題として、これから始まる来期の学生募集で仲間を増やし、今それぞれが活動してい
る地域活動を、レイ大同窓会の活動として協力して行けたらと思っています。 
これからも元気に、楽しく、無理をせず、趣味を楽しみ、またこの１年、分会、支部の活動に、皆さんと

ともに頑張っていこうと思っています。 
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加藤一政（理事・八日市分会長）    仲間づくりと社会        

昨年９月１３日彦根キャンパス園芸学科を卒業しました。 

地域グラウンドゴルフ会長や民生委員を勤める間、リカレント入学を待ちました。１０年ほど前から、

「小学生や幼児」対象に「サツマイモ・ジャガイモ・タマネギの収穫体験」をしています。「より大きなたく

さんの作物で子供を楽しませたい」こんな事が入学のネライでした。下校見守り隊の時に、子供から

「おっちゃんサツマイモ掘りはいつ？」「タマネギありがとう」など話す機会があります。レイカディアに

は「同窓会、えにしの会、サポートの会」仲間づくりや社会貢献の場がいくつもあります。卒業して「趣

味団体」や「ボランティアグループ」で活動する人も多くいます。「自治会関連団体」「まちづくり協議

会」などに関与する人も多い。複数のグループに所属する事で「数多くの仲間」が出来ます。「いろい

ろ助けてもらい、助ける機会」が増えてきます。 

グループや団体を円形（丸、〇）で示すと、〇と〇が接して、さらに絡み合い、大きな面積になって行

きます。これが社会であると思っています。人間一人では生きて行けません。周囲に助けられて今の自

分があります。こんな事を思って、楽しみながら暮らしたい。 

 

  

 

前田邦博（理事・HP 担当 能登川分会）   

今年２月の誕生日で、めでたく後期高齢者の仲間入りができました。昨年の７月にはコロナ禍で登れ
なかった富士山で９回目のご来光を仰ぐことが出来、まだまだ元気でいられそうな気がしています。 
今、できることを、できるときに、できるだけとの思いで、様々なお誘いを受けると、出られるときに

は出来る限り会合などにも参加してきました。今年の新年会も 10 回以上となりましたが、問題なくク

リアです。今のところ、この支部だよりや同窓会ホームページ掲載の作業も、それなりにこなしている

と思っているところです。今後もよろしくお願いいたします。 

   野村毅一 （理事・能登川分会長）     「一年を振り返って」                         

 庭の若草の光も美しくさわやかな季節になりました。 
昨年の４月より、須藤前能登川分会長の後を受け、分会長を拝命して１年が経ちました。また、中部支

部では、布施支部長のもと、地域活動・研修部会を担当させて頂き、日帰りバス研修旅行、びわこ一斉
清掃などの活動を企画させていただきました。会員の皆様のご協力のおかげで成功を収めることが

できました。本当にありがとうございました。能登川分会におきましても皆様のご協力のおかげで、大
雨警報が出ているにも関わらず、分会主催グランドゴルフ大会を開催させていただいたところ多数の
ご参加を頂き無事大会を終えることができました。 
また、まちづくり協議会が主催でされておられる冬の風物詩である「ライティング・ベル」を盛り上げ

るために準備、後片付けに多数の会員様がご協力いただき、主催者側から「第 21 回目を迎え当会員も
年を重ね、年々大変になってきている。そのようなときにレイカディア大学同窓会能登川分会様のお助
けは本当にありがたい。」とのお言葉を頂きました。参加いただいた会員様には、レイカディア大学のイ
メージアップに大いに貢献していただきました事に感謝申し上げます。 
今後もレイカディア大学同窓会能登川分会の地域活動として積極的に取り上げていきたいと考えて

います。その他、伊庭内湖ヨシ刈りにも寒い中、分会員様はじめサポートの会からもご参加いただきま
した。本当にお疲れ様でした。次回は、支部単位で取り組めたらと思っています。 

これからも会員相互が集える活動を行なっていきたいと思いますので、支部活動、及び分会活動に
ご協力の程宜しくお願いします。 
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  ４４期生１１人が新しく仲間入り （順不同） 敬称略 

安井 達男 園芸学科・八日市分会 

私は稲作農家であり、ブドウ、レタスなどをＪＡ

や東近江公設市場などに出荷しています。日常は

老人介護施設で宿直、送迎補助員などで働いて

います。ボランティア活動として地域交流の場「ム

ラカフェ おしゃべりさん」のスタッフの一員とし

てコーヒーを入れながら交流の場を月２回公民館

で開いています。 

また「河辺の生き物の森」里山保全活動に参加

しています。東近江シニア世代の仲間づくりやレ

イカディア４４期園芸学科彦根で立ち上げた「しし

座」の一員として施設訪問に参加しています。 

今回中部支部同窓会に入会し、新たな人との出

会い、会話を通じていろんな事を聴いたり、話し、

これからの人生の生きがいとして励みたいと思っ

ています。 

 

  高田 静 健康づくり学科・能登川分会          

令和６年９月に第４４期彦根キャンパス健康づく

り学科を卒業しました。 

新しく知り合った多くの友とともに、２年間楽し

く愉快に健康寿命延伸について、各分野、多くの

講師方から講義、実習を受けさせていただき、少

しは自分なりに吸収できたのではないかと思っ

ています。 

 同窓会に加入し、中部支部の会員となりまし

た。今後ともよろしくお願いいたします。 

卒業後、すぐのグランドゴルフ大会、一日親睦

旅行に参加させていただき、多く先輩方がそれ

ぞれの場所でいろいろな活動を積極的、自主的

にされておられる様子を聞き、大いに刺激と感動

を受けています。自分は何もできない、していな

い、ここまでどうするのか、何かに参加しなけれ

ばと、いけないとは思っているのですが、ずるず

ると日ばかり経っています。 

卒業して早や半年、２年間共に学んだ仲間との

触れ合いを今後も続ける為、グループの当番制

で出合い機会を作り、楽しく参加しています。 

 

 

大嶋 正徳 北近江文化学科・能登川分会  レイカディア大学を卒業して       

コロナでアルバイトの頻度が少なくなったころの２０２２年、レイカディア大学が彦根駅前に移転するこ

とを知り、レイカディアの北近江文化学科に入学しました。大学では、近江の歴史、地域の文化などを勉

強でき、知識向上が図れましたし、何より同じ趣味を持った方と仲間づくりができた事がよかったと感じ

ています。在学中は、城郭探訪クラブに入り滋賀各地の城郭を探訪しましたが徒歩での探訪は仲間づく

りに大いに役立ちました。また仲間と探訪会例会イベントの企画と実行の機会もあり貴重な経験ができ

ました。私は野外活動が好きですので、これからもレイカディアで学んだ神社仏閣や城郭跡など低山の

トレッキングなど近江探訪を続けたいと思っています。 

最近、仲間と琵琶湖一周の徒歩旅行を始めています。今のところ大津から、北小松まで３日間（日帰り

で行ったり来たり）かけて歩いたところです。まだまだ時間はかかりますが「千里の道も一歩から」と唱

えながらぼちぼちやっていこうと思います。レイカディアでの学びと仲間から受けた刺激が私の活動を

支えているように思える昨今です。 
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井戸 敏幸  園芸学科・八日市分会  

私の趣味 

私の趣味はウォーキング、登山、ＤＩＹです。ウォー

キングは毎日１万歩、家の近所の４つのコースをそ

の日の気分で選んで歩いています。元会社仲間と

津田山、金勝山、堂山、賤ケ岳、音羽山、中央アルプ

ス駒ケ岳、蓼科山などを登りました。太郎坊、八幡

山、三上山、荒神山などの低い山は一人で日常的

に登っています。ウォーキング、登山を始めたきっ

かけはコロナです。以後約５年間続いています。お

陰様で足腰は自信があります。  

ＤＩＹは３０年の経験があり電動工具は一通り揃え

ています。自宅のベッド、屋根付き駐輪場、屋根付き

ウッドデッキ、ウッドフェンス、畑の小屋など作成しまし

た。 

また布引小学校修理ボランティアもやっています。

机・椅子の修理、ドアシャッターの修理、本棚、靴箱、太鼓

台、木製スロープ、堆肥場の作成など実施しました。 

これからも体が動き続ける限り続けます。 

 

 

「穂積 正美 健康づくり学科・能登川分会

卒業して、今思うこと！    

レイカディア大学を卒業して半年。今一番思うこ

とは、とても充実した二年間を過ごせたということ

です。新しい仲間との出会い、性別や年齢、職歴を

超えた交流の機会。人との関わりの中で心が豊か

になって生活意識も変わりました。 

 私は、健康づくり学科で健康寿命延伸について

学びました。学びの中で自分自身の健康は勿論大

切ですが、この経験が、今後、地域貢献に繋げるこ

とができるのではと考えるようになりました。授業

でホーム入所の方々と一緒に楽しめることを考え

るグループディスカッションをしました。 

しかしながら、ホーム訪問と被露の場は台風に

遮られ、心残りのまま卒業。この授業で作製した絵

や簡単な運動を取り入れた歌などを地域のいきい

きサロンで活用し、自分も地域の方々も一緒に楽し

めて明るく生活ができる地域づくりをしたいと考

えています。 

 

    

 

野瀬 英行 北近江文化学科・八日市分会    

出会い、学び続けるということ 

 レイ大では、なんとなく北近江文化学科を選択しましたが、期せずして様々なことに楽しく接すること

ができました。そこで知り得た内容等を自分なりの記録として残しておきたいと思い、見様見真似で動画

を作成し YouTube で公開しました。チャンネル名を最初「近江の隠れた魅力再発見」としましたが、もとよ

り自己満足の産物であるものの自分にとっては再発見であるだけのことと気付き、そうありたいという思

いから「出会い、学び続けるチャンネル」と変更しました。 

 「出会い、学び続ける」とはレイ大が学生全員に示している在り方であり、知らないうちに脳裏に刻み込

まれていたことになります。 

新たな人や知らなかったことに出会い、広く学び続けることをこれからの指針として得られたことは貴

重で、そのための一つの場として同窓会にも関わっていきたいと思います。 
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   吉田 稔美   園芸学科・能登川分会  

雑感   

 レイカディア大学には以前より興味があり、退職後は是非入学したいと考えていました。約４年前に

夫の故郷である能登川へ転居し、落ち着いた後、彦根キャンパスの園芸学科に入学しました。 

レイカディア大学では、基礎講座も多くあり、最初は戸惑いましたが、以後の生活に役立つことも多

く、視野を広げることが出来ました。また、多くの意欲的なクラスメートに出会う機会となり、その友人

関係は大きな財産となりました。 

卒業して半年。まだ暗中模索の状況ですが、現在は、レイカディア大学で学んだ野菜栽培、剪定、花

づくりに加え、学生時代の友人に誘われて入った演劇鑑賞会が新たな楽しみになりつつあります。 

また、レイカディア大学同窓会の歓迎会では、生き生きと様々な活動をされている先輩方のお話を

お聞きし、触発されました。今後は先輩方のご教示の下、地域活動にも関わっていければと思っていま

す。 

     

 

多川 千代子 園芸学科・竜王分会   

 

３６年前滋賀に居を構えたものの５年で主人の

転勤に伴いこの地を離れ、７年ほど前に戻ってき

たのですが、地域のことをほとんど知らない、知

人もいない、他人と接することもないという状

況だったので、これではいけないと新たな出会

いを求めてレイカディア大学に入学することにし

ました。 

レイ大では動機は異なっても「何か」を求めて

集まってきた意欲のある仲間達に沢山の刺激を

もらい、人は人と接することでしか成長できない

と実感、充実した楽しい時を過ごすことができま

した。 

今後もこの折角の縁、出会った仲間とのつな

がりを大切に、無理のない範囲で楽しみながら

自分にできることをやっていこう、地域の活動に

も参加していこうと思っています。 

    

 

尾川 源太郎 園芸学科 B（草津）・竜王分会 

中部支部の皆さん 

若い頃から家庭菜園を近所の方の教えも受け

続けて来ましたが、昨今の気象変化等の影響で

旧来の栽培ではうまく行かず、一度きちんと新し

い園芸を学ぼうと思っていました。コロナの終息

を待ち入学。園芸の分野は、花、野菜、果樹、樹

木、剪定、庭、等広く、2 年では不足と思いつつ、

卒業しました。特に野菜栽培の実践が出来、ま

た、学科内の仲間との新しい関係が出来、大収穫

でした。 

一方、以前より竜王社協と連携しボランティア

「菜の花グループ」の活動。在学の方の体験の場

の受け皿にもなり、活動の効果が大いに発揮でき

たと感じています。 

中部支部では、草津、彦根(米原)両キャンバス

の方々との又新しい関りが出来ることになり、今

後ともよろしくお願いします。 
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    川原崎 厚子  園芸学科・能登川分会 

笑顔は元気の源      

 レイ大の先輩達が楽しく活動されている姿に刺激を受け、退職後は私も絶対レイ大に入学しょうと

考えていました  

 園芸学科に入学し、仲間と共に花の育苗に挑戦しました。現在も花苗を育て、地域の子ども達と施

設の花壇に花の植付けをしています。種が発芽し、育って行く様子は子育てにも似ていて、愛情を掛

けてやれば立派な花を花壇いっぱいに咲かせ、私に元気と笑顔をもたらしてくれます。  

 もう 1 つは、レイ大仲間と楽器を習い始めました。６０最後の手習いです。ちゃんと演奏できるように

なるかは疑問ですが、新たな挑戦は生活に潤いを与えてくれます。これからも、「きょう用がある」楽

しく、笑顔あふれる毎日を過ごしていきたいです。   

 同窓会の皆さまとの出会いを楽しみにしています。  

  

 

   

福永 貞子  健康づくり学科・日野分会  

レイ大卒業後は地域のために 

退職を機に何かをしなければ！！と思い、以前から興味があったレイカディア大学に入学し、44 期

彦根キャンパス健康づくり学科を卒業しました。2年間有意義な時間を過ごすことが出来ました。 

 卒業後は、月１回日野分会主催のレイ大カフェ「なないろ」のお手伝いや、月１回清掃ボランティアに

参加しています。 

 また、日野町社会福祉協議会の「おたっしゃ教室サポーター養成講座」を受講し、８回の講座を修了

しました。 

 これからも、いろいろな広報誌を読んだりして「面白そうだな！やってみようかな！」と思えるもの

には、どんどん挑戦していきたいと思っています。 

 今後は、同期の仲間との交流も楽しみながら、微力ですが地域の為にお役に立てるように頑張りた

いと思っています。 

 

 

分会名 会員数

日　野 17
竜　王 12
八日市 30
能登川 83
永源寺 5

147

中部支部同窓会 会則 

第１条（目的） 

本会は、会員相互の親睦を図り教養を高め、福祉の

向上に資し、地域社会に貢献することを目的とする。 

（以下省略） 
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<編集後記＞ 

 岡崎、西浦温泉方面への日帰りバス研修旅行では、新入会員歓迎会も兼ねて、参加者の

交流と親睦の絶好の機会となりました。今後も、会員皆様の活動の輪を広げるために「支

部だより」や同窓会ホームページ（HP）などで、情報の交流・交歓できるよう、写真やコメン

ト提供ご協力をお願いいたします。 

支部と分会の活動内容などを掲載した支部ＨＰは、右の QR コードからご覧いただけます。 

⓬

 １． 【令和６年度～令和７年度】　中部支部　 役員 （敬称略）

                    　　　　(令和7年4月 １日現在)

支部役職 氏名 分会役員名 本部役職

支部長 布施太一郎 日　野分会長 常任理事・総務研修部会

副支部長 松瀬　徳之助 竜　王分会長 理事・地域活動部会

副支部長 中野　他家子 日　野副分会長 理事・広報情報部会

理　事・健康、文化部会長 加藤　一政 八日市分会長

理　事・地域活動、研修部会長 野村　毅一 能登川分会長

理　事・健康、文化部副会長

支部会計
岸　きみ子 永源寺分会長

理　事 前田　邦博 能登川分会役員 支部ＨＰ担当

顧問 須藤　豊

監事 須田　進一

監事 田邊　初美

【参考】 支部三役　選出グループ分け（過去の慣例・取決めから）

1グループ　：能登川分会

２グループ　：八日市（五箇荘含む）・日野・竜王・永源寺分会

２．【４4期生　新入会員】　

期生 学科 氏名 分会

44 園芸　B（草津ｃ） 尾川　源太郎 竜王

44 園芸 井戸　敏幸 八日市

44 園芸 川原崎　厚子 能登川

44 園芸 安井　達男 蒲生

44 園芸 吉田　稔美 能登川

44 園芸 多川　千代子 竜王

44 北近江文化 大島　正徳 能登川

44 北近江文化 野瀬　英行 八日市

44 健康づくり 高田　静 能登川

44 健康づくり 穗積　正美 能登川

44 健康づくり 福永　貞子 日野

３．【慶祝者（８８歳）】

　　　　　 （令和7年４月１日付）

期 学科 氏名 分会

26期 スポレク 山本　温子 竜王

29期 生活 伊勢　昌代 能登川

４．【令和6年度　物故者】

期 学科 氏名 分会

27 文芸 田口　勉 能登川

23 生活 富江　時子 能登川


